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研究概要

透明ポリマーが、ディスプレイ用光学フィルム、光ディスク、光
学レンズ、光ファイバー、タッチパネルなど各種光学部材に用い
られ、光技術分野を支える重要な材料となっています。さらに、
環境・エネルギー的観点、ユーザビリティ、ロールtoロール方式
による大量生産性といった点から期待が高まる次世代照明、フ
レキシブル有機太陽電池、フレキシブルディスプレイ、ウェアラ
ブルエレクトロニクスなど次世代光技術の実用化においても、
透明ポリマー材料の果たす役割は重要です。各種光学部材の
機能を高め、次世代技術を実用化させるには、屈折率制御、複
屈折制御、高透明化などポリマーの光学特性を高性能化すると
ともに、耐熱性や熱膨張性などの特性を向上させていくことが
必要です。

谷尾研究室では、透明ポリマーの高性能化をめざし、ポリ
マーの光学特性について理解を深める研究を行っています。

屈折率予測
ポリマーの化学構造のみから屈折率およ

びその波長依存性（アッベ数）を計算する屈
折率予測システムの構築を行っています。屈
折率計算に必要となる原子屈折、原子分散
値および“ポリマー固体中での分子鎖パッキ
ング状態を解明していくことが課題です。

非晶性の透明ポリマー固体に屈折率の不均
一構造が存在する場合、この不均一構造によ
り光が散乱されます。透明性を阻害する不均
一構造の原因を解明し、ポリマーの高透明化
のための知見を得ることを目的に研究を行っ
ています。

ポリマーの本質的な透明性（光散乱損失お
よび光吸収損失）と化学構造との定量的な関
係を明らかにし、透明ポリマーの本質的な透
明性を化学構造のみから定量的に予測する
透明性予測システムの構築を行なっています。

透明ポリマーは、ガラス状態では熱力学的
に非平衡な状態であり、ガラス転移温度Tg付
近の温度では体積やエンタルピーなどが変
化する物理的エイジングが起こります。エイ
ジングに伴う光学特性（屈折率、複屈折、透明
性）の変化について研究を行っています。

高分子オプティクス

ポリマーは、規則的な繰り返しの構造単位から
できています。また、光学材料となりうる透明ポリ
マーは、構造的には非晶性、状態的にはガラス状
態のポリマーです。ポリマーの光学特性は繰り返し
単位の化学構造と関係があります。また、高分子
鎖のパッキング状態や構造的不均一性などの高次
構造も光学特性に影響を及ぼします。

透明ポリマーの高性能化をめざし、ポリマーの
構造・状態と本質的な光学特性の関係について理
解を深める研究を行っています。
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次世代光技術を担う透明ポリマー材料

ホームページ
http://www.chitose.ac.jp/~n-tanio/
最新情報など詳細な情報が掲載されております。
ご覧下さい。
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